
評 価 結 果

作成年月日 平成２２年１１月２９日

事 業 担 当 課 道路課

事 業 名 国道113号 舘矢間道路改良事業 補助・単独の別 補助 事業主体 宮城県
た て や ま

施行地名 伊具郡丸森町舘矢間地内 【位置図後掲】 管理主体 宮城県
い ぐ ぐ ん ま る も り ま ち た て や ま

根拠法令 道路法第５６条、第７４条第２項

事業目的

国道１１３号は新潟県新潟市を起点とし、山形県と本県南部を経由して福島県相馬市に至

る総延長２３６．５ｋｍの広域幹線道路である。

丸森町の市街地においては、阿武隈川に架かる丸森橋が昭和４年の完成であるため、耐震

性能が現行基準と比べて大きく劣るほか、幅員が狭小(全幅５．５ｍ)で大型車同士のすれ違

いができない。また、市街地に急カーブが連続するため、一帯の交通混雑が著しく、学童の

通学のほか日常生活にも支障を来たしている。

このため、バイパスを整備することにより、通過交通を市街地から分離して生活環境を改

善するとともに、慢性的な交通混雑を解消して幹線道路としての機能を強化するものであ

る。

また、本国道は阿武隈川により南北に分断されている丸森町内を連絡する唯一の道路とし

て重要な役割を果たしているほか、国道３４９号などとともに東北縦貫自動車道と常磐自動

車道を結ぶ路線としても重要な路線である。

事業内容

事 業 着 手 時 延長Ｌ＝２，８３５ｍ

(平成 ８ 年度) 幅員Ｗ＝６．５(１５．０)ｍ

再 評 価 時 同上

(平成 １７年度)

再 々 評 価 時 同上

(平成 ２２年度)

【事業内容の変更状況とその要因】

なし
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事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

国 県 市町村 その他

( － )

内用地費 [ ５５ %] [ ４５ %] [ － %] [ － %]

事 業 着 手 時
(平成 ８ 年度) 100億円 22.9億円 55 億円 45 億円 － 億円 － 億円

再 評 価 時
(平成１７年度) 100億円 22.9億円 55 億円 45 億円 － 億円 － 億円

再 々 評 価 時
(平成２２年度) 97.1億円 22.9億円 53.4億円 43.7億円 － 億円 － 億円

※事業費増加度（重点評価実施基準 指標４）

＝（再評価時事業費－事業着手時事業費）／事業着手時事業費

＝（９７．１－１００．０）／１００．０＝ ▲２．９％

【事業費の変更状況とその要因】

舘矢間道路改良工事における土工は、盛土が約２１万㎥必要であったが、近隣の公共工事

と調整を図り、発生土の受け入れを積極的に進めた結果、他工事からの流用土を約１３万㎥

確保できたことから、約２．９億円の工事費を縮小することができた。

上記理由により、総事業費が約９７億円となり、当初の総事業費と比較して３％の減額と

なった。

○事業費増減対照表

事業着手時 再評価時 再々評価時

(平成 ８年度) (平成１７年度) (平成２２年度) 増 減

変更の主な理由

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

71.8 % 71.8 % % 71.0 % 100 %
本工事費

71.8億円 71.8億円 68.9億円 － 2.9億円

道路工 2.2km 10.3億円 2.2km 10.3億円 2.2km 7.4億円 － － 2.9億円 近隣工事との調整を図り，流用

土を使用し減額となった。

橋梁工 2橋 61.5億円 2橋 61.5億円 2橋 61.5億円 － － 億円

5.3 % 5.3 % 5.4 % 0.0 %
測量及び試験費 1式 1式 －

5.3億円 5.3億 1式 5.3億円 0 億円

22.9 % 22.9% 23.6% 0.0 %
用地費及び補償 1式 1式 －

22.9億円 22.9億円 1式 22.9億円 0 億円

- % - % - % - %
その他工事費等

- 億円 - 億円 - 億円 - 億円

100 % 100 % 100 % 100 %
合計

100 億円 100 億円 97.1億円 －2.9億円

※増減は、再々評価時と再評価時を比較したもの。
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事業の進捗状況 規則第２４条第１号関係

○事業期間

事 業 着 手 時 再 評 価 時 再 々 評 価 時

（平成 ８年度） （平成１７年度） （平成２２年度）

事 業 採 択 予 定 年 度 H. ８年度 事 業 採 択 年 度 H. ８年度 事 業 採 択 年 度 H. ８年度

用地買収着手予定年度 H. 9年度 用 地 買 収 着 手 年 度 H. 9年度 用 地 買 収 着 手 年 度 H. 9年度

工事着手予定年度 H.12年度 工 事 着 手 年 度 H.14年度 工 事 着 手 年 度 H.14年度

計画変更実施(予定)年度 H.－年度 計画変更実施(予定)年度 H.－年度

完 成 予 定 年 度 H.23年度 完 成 予 定 年 度 H.23年度 完 成 予 定 年 度 H.23年度

※事業停滞年数（重点評価実施基準 指標１）＝ ０年

※事業工期延伸度(重点評価実施基準 指標３)＝(変更後予定事業期間)/(当初予定事業期間）

＝１６／１６＝１．００

○進捗率

平成２２年度までの ※（ ）：前回再評価時

事業費 進捗率 内用地費 進捗率

（ ４５．２） （４６．５） （２１．８） （９５．２）

９０．１億円 ９２．８％ ２２．９億円 １００．０％

※事業工程乖離度（重点評価基準 指標２）

＝（累加投資事業費/現全体事業費）－（累加年単純割額/現全体事業費）

＝（９０．１/９７．１）－（９１．０/９７．１）

＝ ▲１．０％

【事業の進捗状況（順調でない場合にはその要因）】

用地補償は、工事の支障となる一部の電柱移設を除き全て完了している。

工事は、丸森大橋の上部工(鋼橋架設)工事が完成した。丸森内川橋については、下部工

工事が完成し、現在上部工工事を進めているところである。その他、事業区間全線におい

て、盛土工事及び路盤工等の道路改良工事を実施している。

事業進捗率９２．８％（平成２２年度末予定）

【今後の進捗の見込み（事業スケジュール表後掲）】

阿武隈川にかかる丸森大橋については、平成２２年度から平成２３年度にかけ、床版工

工事と橋面工工事を実施し、平成２３年度末に供用開始する予定である。
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施設管理の予定・管理状況

事業区間の道路施設は、宮城県が管理することになる。なお、平成１３年度から全県的

に推進しているアドプト制度「みやぎスマイルロード・プログラム」※を活用し、地域住

民(舘矢間２区東行政区の世帯数約５０世帯の住民）が、歩道部の植樹帯（花壇）に季節ご

との花を植え、管理する予定となっている。

現(国)１１３号については、一部町道に移管する区間を除いて、引き続き宮城県が管理

することになっている。

※「みやぎスマイルロード・プログラム」

道路美化等のボランティア活動に意欲を持つ地域住民や企業を「スマイルサポーター」に認定

し、スマイルサポーター･地元市町村･宮城県(道路管理者)の三者のパートナーシップにより、県

管理道路の一定区間の清掃や緑化等の美化活動、歩道の除雪などを実施する制度。

上位計画等

・土木行政推進計画(平成21年3月改定)

富県宮城の実現のため、常磐自動車道山元Ｉ･Ｃへのアクセス向上を図るなど広域道路ネ

ットワーク化を推進する事業として位置付けされている。

・丸森都市計画基本方針(平成7年12月策定)

本基本方針において、(国)１１３号舘矢間バイパス((都)木沼台町線)の整備実施が定め

られている。

・第4次丸森町長期総合計画(平成18年3月策定)

平成１８年度から平成２７年度までの丸森町の将来ビジョンを描いた長期総合計画であ

り、(国)１１３号舘矢間バイパスの整備が位置付けられている。

事業を巡る社会経済情勢等 規則第２４条２号関係

○社会経済情勢

・道路の整備状況

本路線がアクセスする高規格幹線道路である東北縦貫自動車は既に整備されている。ま

た、終点部でアクセスする常磐自動車道については、仙台東部道路から山元Ｉ･Ｃまでが平

成２１年９月に供用している。さらに、平成２６年には、全線が供用する見込みとなって

いる。

・現況交通(Ｈ１７センサス) 8,341台/日 （（国）１１３号）

○地元情勢、地元の意見

丸森町の市街地を縦断する現(国)１１３号は、幅員が狭く大型車の両側通行に支障を来

たしているうえ、歩行者には大変危険な道路となっている。このため、地元住民にとっ

て、舘矢間バイパス事業は、長らく待ち望んでいた事業となっている。また、地元だけで

なく隣県の市町からも早期完成が望まれている。

山形・宮城国道１１３号整備促進期成同盟会(会長 南陽市長 外１１市町)

丸森大橋橋梁新設促進期成同盟会 (会長 丸森町長 外 ９市町)
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事業効果

○効果の発現状況

現時点で供用している箇所がないため、まだ整備効果の発現には至っていない。

○想定される事業効果

(１)交通混雑･渋滞の解消

丸森町の市街地で発生している朝夕の慢性的な交通混雑･渋滞を解消することができる。

(２)生活環境の改善

大型車の交通量を減少させることにより、市街地の生活環境を向上させる。また、自転

車及び歩行者の通行の安全性も向上させることができる。

(３)高規格幹線道路へのアクセス

東北縦貫自動車道及び常磐自動車道へのアクセスが容易となり、観光･輸送ルートの利便

性が向上する。

(４)県南の二次生活圏の強化

七ヶ宿町、白石市、角田市、丸森町の県南二次生活圏の連携が強化され、地域の活性化

につながる。

関連事業の概要・進捗状況等

国土交通省が「阿武隈川下流水回廊構想」を策定し、平成１０年度から「河川舟運整備事

業」に着手している。当該丸森大橋Ａ２橋台直近には、平成１４年度に丸森船着場の整備が

なされている。なお、当該箇所では、平成１９年に阿武隈川サミット実行委員会主催の「第

１回阿武隈川カヌー駅伝」が開催され、丸森船着場が駅伝の中継地点として利用されてい

る。

代替案との比較検討 規則第２４条第３号関係

用地買収が完了しており、事業全体の進捗率も約９２％を超えていることから代替案はな

い。

コスト縮減計画 規則第２４条第４号関係

道路建設費のコスト縮減については、盛土材に購入土を用いて施工することとしていた

が、近隣公共事業の発生土を使用することで工事費約２．９億円の節減を図っている。

維持管理費のコスト縮減については、橋梁の上部工部材（鋼材）に腐食が発生せず、塗装

等のメンテナンス費用が発生しない耐候性鋼材を使用することで、完成後の維持管理費の軽

減(約４．５億円)を図っている。
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費用対効果 規則第２４条第５号関係

根拠マニュアル：費用便益分析マニュアル(国土交通省 道路局 都市・地域整備局）

（平成２０年版）

社会的割引率： ４ ％

便益算定期間： ５０年

再 評 価 時 再 々 評 価 時
基準年（平成１７年） 基準年（平成２２年）

区 分
＜全体＞ ＜全体＞ ＜残事業＞

費 建設費 100億円 93.0億円 6.7億円

用 維持管理費 8.4億円 5.0億円 5.0億円

項 総費用 108.4億円 98.0億円 11.7億円

目 現在価値（Ｃ） 100.4億円 110.6億円 8.5億円

便 走行時間短縮便益 546.7億円 276.9億円 276.9億円

益 走行費用減少便益 44.8億円 35.4億円 35.4億円

項 交通事故減少便益 36.4億円 21.5億円 21.5億円

目 総便益 627.9億円 333.8億円 333.8億円

現在価値（Ｂ） 247.7億円 144.2億円 144.2億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 2.5 1.3 17.0

事業着手時における費用便益比は算定していない。

【便益の概要、主な算出根拠等】

現況交通(Ｈ１７センサス)8,341台/日

計画交通量（Ｈ４２推定）7,300台/日

※算出便益

「走行時間短縮便益」：道路の整備の有無による総走行時間費用の差で表す便益

「走行経費減少便益」：道路の整備の有無による走行経費(燃料費や車両償却費等の走行条

件により改善される経費）の差で表す便益

「交通事故減少便益」：道路の整備の有無による社会的損失(交通事故による人的、物的損

失等）の差で表す便益

【事業着手時（前回再評価時）との違いの要因】

分析手法及び将来交通量の伸び率が総便益の差異となったもの。

地域指定状況等

特に指定なし。

影響と対策

植樹帯に花壇を設置し緑化の推進を図る。また、盛土箇所等については、法面緑化を行う

こととしている。
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再評価実施状況

再評価実施年度 平成１７年度

答 申 継続妥当

答 条 件 なし

１ 審議対象事業の実施に関する意見

申 別紙意見 事業完了後も供用される丸森橋については、通行規制の検討を含む

適切な維持管理に努めること。

２ 今後の事業実施に関する意見

なし

評価結果 事業継続

評 対応方針 なし

価

結 別紙意見 １ 審議対象事業の実施に関する意見への対応方針

果 に対する バイパス開通後の丸森橋上の交通量を勘案しながら、具体的な規制

対応方針 手法を検討していく。

２ 今後の事業実施に関する意見への対応方針

なし

現在の対応状況

今後、バイパス開通後の丸森橋上の交通量を勘案しながら、交通規制手法も含めた維持管

理方法について検討する。

対応方針

事業継続
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○事業スケジュール

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

　　事業着手時

　　再評価時(H22)

(国)１１３号舘矢間道路改良事業

橋梁工事

年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度

調査・設計

用地・補償

改良工事

再評価時(H17)、再々評価時(H22)
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位

置

図

H17センサスポイント

(国)113号舘矢間改良事業L=2,835ｍ


